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　平成 25 年度伊是名村一般会計の決算は、歳入総額 4,775,987 千円、歳出総額 4,558,777 千円で差引 217,210 千円
となっている。
　対前年度比較における歳入は、1,890,460千円の増額となっている。これは、国庫支出金が1,514,310千円の増、県支出
金が300,939千円の増、諸収入が64,534千円の増、繰入金が48,675千円の増額などとなっている。①の歳入表を見てみ
ると、自主財源（村が自主的に収入できる財源、村税・使用料・手数料等）が527,196千円で歳入総額の11.0％、依存財源
（自主的に収入できない財源、地方交付税・国県支出金・交付金・村債等）が4,248,791千円で歳入総額の89.0％となって
おり、国や県への依存度の高さがうかがえる。
　歳出については、1,836,460千円が前年より増額となっている。内訳として、普通建設事業費が1,761,650千円の増、災
害復旧事業費が12,484千円の増、物件費が85,028千円の増、繰出金が39,774千円の増額が主な要因となっている。ほ
か、積立金が21,110千円の増となっている。また、②の歳出（性質別）を見てみると、義務的経費が19.6％と歳出額を占め
ており、改善傾向に向かっているがまだ高い数値である。③の歳出（目的別）を見ると、公債費（借入金の償還金）は、歳
出総額の5.4％を占めており、公債費負担比率も13.9％と対前年比で5.8％と大幅な改善が見られるが事業が増加傾向に
あり地方債も若干増加傾向にあることから、昨年同様厳しい財政運営が続くものと予想され事業の見直しや新規地方債
の抑制など適正で健全な財政運営に努めなければならない。

科　　　目
平成25年度 平成24年度

決算額 差額
決算額 構成比

自

主

財

源

村 税 104,638 2.1 109,862 △ 5,224
分 担 金 及 び 負 担 金 6,590 0.1 6,558 32
使 用 料 及 び 手 数 料 18,178 0.3 18,173 5
財 産 収 入 679 0.0 1,568 △ 889
寄 附 金 3,875 0.1 3,238 637
繰 入 金 104,510 2.5 55,835 48,675
繰 越 金 163,210 3.4 154,250 8,960
諸 収 入 125,516 2.5 60,982 64,534

計 527,196 11.0 410,466 116,730

依

存

財

源

地 方 譲 与 税 19,730 0.3 20,763 △ 1,033
利 子 割 交 付 金 236 0.0 561 △ 325
配 当 割 交 付 金 164 0.0 85 79
株式等譲渡所得割交付金 269 0.0 22 247
地 方 消 費 税 交 付 金 11,533 0.2 11,189 344
自 動 車 取 得 税 交 付 金 4,189 0.1 4,277 △ 88
地 方 特 例 交 付 金 23 0.0 27 △ 4
地 方 交 付 税 1,172,582 24.6 1,194,445 △ 21,863
交通安全対策特別交付金 937 0.1 976 △ 39
国 庫 支 出 金 2,071,042 43.4 556,732 1,514,310
県 支 出 金 733,610 15.4 432,671 300,939
村 債 234,476 4.9 253,313 △ 18,837

計 4,248,791 89.0 2,475,061 1,773,730
合　　　　　計 4,775,987 100.0 2,885,527 1,890,460

平成25年度　一 般 会 計 決 算 状 況

科　　　目
平成25年度 平成24年度

決算額 差額
決算額 構成比

義
務
的
経
費

人 件 費 526,834 11.6 531,734 △ 4,900
扶 助 費 121,001 2.7 94,977 26,024
公 債 費 245,156 5.4 338,019 △ 92,863
　 小 　 　 計 　 　 892,991 19.7 964,730 △ 71,739

投
資
的
経
費

普 通 建 設 事 業 費 2,718,235 59.6 956,585 1,761,650
災 害 復 旧 事 業 費 23,596 0.5 11,112 12,484
　 小 　 　 計 　 　 2,741,831 60.1 967,697 1,774,134

そ
の
他
の
経
費

物 件 費 427,811 9.4 342,783 85,028
維 持 補 修 費 13,700 0.3 20,304 △ 6,604
補 助 費 等 201,432 4.4 212,075 △ 10,643
積 立 金 92,662 2.0 71,552 21,110
投 資 及 び 出 資 金 5,400 0.1 0 5,400
繰 出 金 182,950 4.0 143,176 39,774
　 小 　 　 計 　 　 923,955 20.2 789,890 134,065
合　　　　　計 4,558,777 100.0 2,722,317 1,836,460

①歳入

②歳出（性質別）

（単位：千円・%）

（単位：千円・%）



科　　　目
平成25年度 平成24年度 

決算額 差額
決算額 構成比

議 会 費 63,350 1.4 65,956 △ 2,606
総 務 費 691,255 15.2 558,401 132,854
民 生 費 342,784 7.5 348,964 △ 6,180
衛 生 費 108,767 2.4 108,394 373
農 林 水 産 業 費 2,413,251 52.9 770,811 1,642,440
商 工 費 42,824 0.9 42,783 41
土 木 費 231,387 5.1 163,852 67,535
消 防 費 9,768 0.2 11,426 △ 1,658
教 育 費 259,499 5.7 185,347 74,152
災 害 復 旧 費 23,596 0.5 11,112 12,484
公 債 費 245,156 5.4 338,019 △ 92,863
諸 支 出 費 127,140 2.8 117,252 9,888
予 備 費 0 0.0 0 0

合　　計 4,558,777 100.0 2,722,317 1,836,460

　 項 目 　 数　値 　 　 用   語   の   説   明 　 　

財政力指数 0.12 高ければ高いほどよいとされている。1以上は普通交付税が交付されない不交付団体となる。

経常収支比率 102.5% 人件費、扶助費、公債費などの義務的性格の経常経費が、地方税、地方交付税、地方譲与税な
どの経常的な一般財源総額に占める割合。この数値が低いほど弾力的な構造だと言われている。

公債費比率 8.0%
経常的に収入される財源のうち公債費や公営企業債に対する繰出金などの公債費に準ずるもの
を含めた実質的な公債費相当額に充当されたものの占める割合。地方債の発行には 18%以上は
許可が必要で、25％以上は制限される。

公債費負担比率 13.9%
公債費の中で特定の財源をもたない経費の一般財源総額に占める割合。比率が高いほど自由度
の高い一般財源を多く充ててしまっていることになり、財政構造の硬直性が高まっていること
になる。

伊是名村の財政指標

平成 25 年度伊是名村特別会計決算状況
会　　　計　　　名 歳入 歳出 収支差引

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 254,937 256,267 △ 1,330
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 14,819 14,498 321
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 61,827 57,250 4,577
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 25,630 20,877 4,753
港 湾 整 備 事 業 特 別 会 計 24,855 23,416 1,439
船 舶 運 航 事 業 特 別 会 計 340,659 336,970 3,689
育 英 事 業 特 別 会 計 9,331 8,323 1,008

計 732,058 717,601 14,457

③歳出（目的別） （単位：千円・%）

（単位：千円・%）

　平成 27 年 1 月 5 日、御用始めのこの日、村職員に対する前田
政義村長の年頭のあいさつがあった。
　今年は尚円王生誕 600 年という節目の年で、様々なイベントを
予定している。史劇「尚円王～松金がゆく～」や公事清明祭、また、
尚円王まつりでは記念式典と祝賀行事の開催に併せて、建造中
のフェリー就航を計画するなどの準備が進められている。その他、
製糖工場新築、中学校校舎新築、やなさばるスポーツアイランド
交流事業ほか多くのハード･ソフト事業が予定され、伊平屋伊是
名架橋建設においても躍進する年となることから、全職員が一丸
となって事業に取り組むよう訓示した。

村職員へ村長が年頭のあいさつ

役場庁舎前で村長のあいさつを受ける職員



5 4平成27年2月号

　　1月22日（木）村産業支援センターにおいて、伊是名村商工会主催による「平成27年伊
是名村新春の集い」が開催され、村内外から商工業関係者約200が参集した。
　商工会副会長の末吉實好氏は「昨年は個人消費が落ち込み、本村においても厳しい経営状
況が続いている。しかしながら、工事関連の増加で建設業、宿泊業などが好調と明るい面もあ

る。今年は、尚円王生誕600年記念事業イベントで、多くの観光客が訪れることが期待されることから、観光振興と
地域活性化のため一丸となって取り組みたい。」と、主催者を代表し挨拶した。また、仲田輝亨郷友会長は「伊平屋
と伊是名に架橋が建設されれば、経済効果が期待できる。今年は未年ですので、群れをなして踏み外さないように
頑張っていきましょう。」と激励した。
　会が進むにつれ集まった関係者は、互いにあいさつをして親睦を深めつつ、舞台での尚円太鼓やエリーさん（字
伊是名出身）のライブなどを楽しんでいた。

平成27年 伊是名村　新春の集い

感謝の気持ちが溢れてきて･･･

父母による余興

エリーさんは親子で共演

見学した園児は消防車に大興奮

消防団員による一斉放水

前田村長と伊禮消防団長による特別点検

村外からも多くの方が集う 代表者によって鏡開きが行われる

天使？！
なのか･･･堕天使？？

平成27年 消防団出初め式

「一足
早
い
成
人
式
」開
催
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述
べ
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周
り
の
皆
さ
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へ
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感
謝
の
気
持
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も
謝
辞
し
た
。

　村消防関係者の仕事始めとして、新春の恒例行事となっている「消防団出初め式」が1月6日(火)産業支援セン
ターで行われた。
　式典において、前田村長と伊禮消防団長の特別点検が行われ、消防団員の健康状態、服装の身だしなみが確認
された。点検終了後、前田村長の訓辞において、今年一年が無災害で平穏な年であることを祈念するとともに、消防
団員への激励が述べられた。式典の最後には、諸見副団長の指示のもと消防団員の機敏なポンプ操法により一斉
放水が行われ、見学にきた保育園児から大きな歓声が沸いた。
なお、式典終了後、消防団員により村内に設置されている消防水利施設（消
火栓、防火水槽）等が点検された。

®

伊是名島イメージキャラクター

 現在、伊是名村での公共交通（バスやタクシーなど）はなく、仲田港や診療所への移動が
困難で不便している方が増加しています。村では、そのような方々をはじめとする交通弱
者(帰省者や観光客なども含む)及び村民が、公共交通に対しどのような意見や要望があ
るのかを把握するため、伊是名村の陸上公共交通における調査事業を行っています。
　昨年設置された伊是名村地域公共交通協議会の協議結果を受けて、住民へのアン
ケート調査や実際にコミュニティバスの試験運行を行うことが決定。まず、1月20日～21
日にかけて村内5集落での住民説明会を実施し、参加された方々は興味津々に試験運行
に関する説明等を聞いたうえで、積極的に意見を交わし合った。

　この住民説明会での意見･要望をまと
めたうえで、1月26日(月)～2月8日(日)
までの14日間の実証運行が実施される
こととなった。この実証運行と平行して住民へのアンケート調査も行われる予
定で、この調査結果次第で、公共交通体制が確立されていく予定となります。

　年の暮れ12月25日(木)、産業支援センターにおいて子ども
会がしめ縄づくりを体験した。子ども会親子が、逆田で育てて
刈り取った稲わらを使用して、正月に向けての共同作業だ。馴
れない作業に四苦八苦しな
がらも、お父さんやお母さん、
教育委員会職員の指導で立
派なしめ縄が完成。良い年が
迎えられたことでしょう。

送迎バス･タクシー事業化へ ～公共交通調査事業始まる～

＊今年度行っている、『伊是名村地域公共交通調査事業』へのアンケート
調査に、皆様のご協力をお願いします。このアンケート結果が、今後の事業
を方向づける貴重な資料となしますので、ご意見ご要望をお願いします。

親子しめ縄づくり体験

字仲田区での住民説明会の様子

字伊是名区での住民説明会の様子

教育長も指導にあたる。みんな注目!

父母「ここはこうして〜」

子「あ〜難しい!!」

平
成
27
年

～尚円王生誕600年祭記念～
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べ
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や
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り
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
謝
辞
し
た
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　村消防関係者の仕事始めとして、新春の恒例行事となっている「消防団出初め式」が1月6日(火)産業支援セン
ターで行われた。
　式典において、前田村長と伊禮消防団長の特別点検が行われ、消防団員の健康状態、服装の身だしなみが確認
された。点検終了後、前田村長の訓辞において、今年一年が無災害で平穏な年であることを祈念するとともに、消防
団員への激励が述べられた。式典の最後には、諸見副団長の指示のもと消防団員の機敏なポンプ操法により一斉
放水が行われ、見学にきた保育園児から大きな歓声が沸いた。
なお、式典終了後、消防団員により村内に設置されている消防水利施設（消
火栓、防火水槽）等が点検された。

®

伊是名島イメージキャラクター

 現在、伊是名村での公共交通（バスやタクシーなど）はなく、仲田港や診療所への移動が
困難で不便している方が増加しています。村では、そのような方々をはじめとする交通弱
者(帰省者や観光客なども含む)及び村民が、公共交通に対しどのような意見や要望があ
るのかを把握するため、伊是名村の陸上公共交通における調査事業を行っています。
　昨年設置された伊是名村地域公共交通協議会の協議結果を受けて、住民へのアン
ケート調査や実際にコミュニティバスの試験運行を行うことが決定。まず、1月20日～21
日にかけて村内5集落での住民説明会を実施し、参加された方々は興味津々に試験運行
に関する説明等を聞いたうえで、積極的に意見を交わし合った。

　この住民説明会での意見･要望をまと
めたうえで、1月26日(月)～2月8日(日)
までの14日間の実証運行が実施される
こととなった。この実証運行と平行して住民へのアンケート調査も行われる予
定で、この調査結果次第で、公共交通体制が確立されていく予定となります。

　年の暮れ12月25日(木)、産業支援センターにおいて子ども
会がしめ縄づくりを体験した。子ども会親子が、逆田で育てて
刈り取った稲わらを使用して、正月に向けての共同作業だ。馴
れない作業に四苦八苦しな
がらも、お父さんやお母さん、
教育委員会職員の指導で立
派なしめ縄が完成。良い年が
迎えられたことでしょう。

送迎バス･タクシー事業化へ ～公共交通調査事業始まる～

＊今年度行っている、『伊是名村地域公共交通調査事業』へのアンケート
調査に、皆様のご協力をお願いします。このアンケート結果が、今後の事業
を方向づける貴重な資料となしますので、ご意見ご要望をお願いします。

親子しめ縄づくり体験

字仲田区での住民説明会の様子

字伊是名区での住民説明会の様子

教育長も指導にあたる。みんな注目!

父母「ここはこうして〜」

子「あ〜難しい!!」

平
成
27
年

～尚円王生誕600年祭記念～



7 6平成27年2月号

①家庭募金・・・200円以上
②職場募金・・・500円以上
③企業募金・・・１万円目安
④募金集中期間・・・２月１日～２月28日

　平素から地域の環境整備や緑化の推進につきまして多大なご支援とご協力を賜り厚く感謝申し上げます。
　さて、伊是名村緑化支部では、平成27年緑の募金を２月１日から実施しています。緑の募金は、村民の皆様
のご理解ご協力により昨年は目標額を達成する募金実績となり、平成26年分の交付金により、村内の修景
緑化を計画し、各集落の公園等樹木の植栽を実施した次第であります。
　引き続き緑豊かで自然に溢れたふる里づくりを推進するため、本年も緑の募金の趣旨にご理解とご協力を
いただきますよう特段のご高配をお願い致します。

平成27年4月に高等学校、専修学校高等課程などに在学している生徒を対象とする奨学生
の募集
①沖縄県内に住所を有する者の子弟
②平成27年4月に高等学校、専修学校高等課程などに在学している生徒
※①及び②の条件を満たす者
出願書類を学校から受け取り、学校が定める提出期日（概ね4月中旬頃）までに学校へ提出

募集内容

応募資格

申込方法

在学している学校の奨学金担当者問い合わせ

募 金 内 容

infoRmation情報コーナーなど
お知ら

せ 伊是名村緑化支部からお知らせ

お知ら
せ 平成27年度  高校育英貸与奨学生の募集について

　1月25日(日)伊是名村場外離着陸上において、新たなモータースポーツイベント、ジムカーナが開催された。村内ではドラッ
グレース、スーパードリフトに続き3種目目となる。
　この種目は、ドラッグレースのスピードとスーパードリフトのタイヤをスリップさせ
ながら走行する技術を合わせたような競技で、より短いタイムを記録した競技者を
上位として順位が決定される。
　晴天に恵まれたこの日は、43台がエントリーを行い、走行技術の高さを観客にア
ピールした。
　今後も「やなさばるスポーツアイランド交流事業」の一環で、地域活性化に繋がる
イベントとして継続が期待される。

開催

滑走路を広く利用してコースが設計された

ジ ム カ ー ナモータスポーツ第3弾

　年明け1月2日（金）村体育協会主催でソフトテニス大会が、村営テ
ニスコートで開催された。中学生5名、高校生以上の一般23名、計28
名の参加者が、新年の打ち始めを楽しんだ。
　ペア（二人で1組）は抽選で決定し、2ブロックに分かれ6試合を消
化。決勝では上間悠悟(中学）･名嘉美奈子（一般）
ペアが久保田祐斗（高校）･島袋龍大（中学）ペア
を破り優勝。
　正月の身にしみる寒さの中、よい交流の場と
なったようです。

　昨年12月19日に、沖縄県建築士事務所協会の仲元
典允会長が村教育委員会を訪れ、村育英会(仲田教育
長)と村社会福祉協議会（前田会長）の2団体へ寄付金
を手渡した。
　仲元会長は「我々も微力ながら協力させていただき
ます。子どもたちもいろんなカタチで、将来活躍してい
ただきたい。」と話した。前田会長は「村の福祉に活用し
ていきます。ますますのご活躍を祈念いたします。」と述
べ、仲田教育長も「子どもたちは文武両道を強い意気
込みで頑張っています。先輩達に追いつけるようになる
ことを期待しています。」と、それぞれ感謝の気持ちを伝
えた。
　寄付金は、協会から社会福祉協議会へ15万円、仲
元典允社長（株式会社現代設計）から育英会へ10万
円が送られた。

仲元会長（右）から
前田清治社会福祉協議会会長へ
目録が手渡される

参加者による記念撮影

仲元会長（右）から
仲田教育長へ目録が手渡される

社会福祉協議会、育英会へ寄付

新年･ソフトテニス大会開催

●水
●木

2 /11
19

2月の行事予定・建国記念の日
・運転免許特定免許講習(一般)
・民泊：長岡中学校(1泊2日)

我が家のニューフェイスです。よろしくね

城間 克也・新里 由美
平成 27 年 1 月 23 日入籍

しろま　かつや しんざと　ゆ み

ご結婚おめでとう

東江　百香 
ちゃん

あがりえ ももか

（二女）

平成26年10月20日生
　父： 秀武　母： 美香

西里　一成
くん

にしざと いっせい

（長男）

平成26年12月27日生
　父： 春樹　母： 高枝

大会は夜9
時過ぎまで

行われた

尚円王生誕600年祭公式サイトを開設しました！
URL　http://shouen.okinawa.jp

伊是名村のホームページからもジャンプできます。

尚円王生誕600年祭公式サイトへジャンプ
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